
障害者授産施設からの物品等の調達に関するマニュアル 

 

福祉保健部障害福祉課 

 

制定  平成22年４月28日 

改正  平成26年３月31日 

改正  平成27年３月30日 

改正  平成28年３月24日 

改正  令和２年３月31日 

改正  令和７年３月31日 

 

第１ 製造の請負、財産の買入れ（授産製品の購入など） 

⑴ 製造の請負、財産の買入れ（以下「製造の請負等」という。）に当たり、受注可能

な障害者授産施設を所属で選定できる場合は、所属が独自に調達する。 

 

⑵ 所属において希望する製造の請負等について受注可能な障害者授産施設が不明な場

合は、障害福祉課に照会する。 

 

⑶ 障害福祉課は、上記⑵に基づき、適切な障害者授産施設を紹介するとともに、調達

完了まで調達目的の達成に必要な連絡調整を行う。 

 

⑷ 所属は、障害者授産施設と契約する場合、障害者授産施設からの物品等の調達に関

する要綱（平成22年４月28日制定）の目的に鑑み、最低制限価格を設定する等過度な

価格競争が行われないような配慮に努めるものとする。 

 

⑸ 所属は、障害者授産施設の請求を基に支払を行う。障害者授産施設は別紙様式３

「請求書」により請求を行う。 

 

⑹ 所属は、業務完了次第、別紙様式１「障害者授産施設からの物品等の調達実績報告

書」に当該実績を記入し、障害福祉課に提出する。 

 

第２ 役務の提供（封筒の封入作業などの簡易な役務の提供など） 

⑴ 封筒の封入作業や会議の受付などの役務の提供（いわゆるアウトソーシング）を希

望する所属は、別紙様式２「障害者授産施設選定依頼書」を、障害福祉課に提出する。 

 

⑵ 障害福祉課は、上記⑴に基づき、適切な障害者授産施設を紹介するとともに、事業

完了まで調達目的の達成に必要な連絡調整を行う。 

 



⑶ 所属は、別表記載の調達価格を参考に契約し、別表に記載のない役務の提供を希望

する場合は、所属と障害福祉課が個別に協議し、調達を行う。 

 

⑷ 所属は、契約を行う場合において、第１⑷の規定を準用する。 

 

⑸ 調達の内容に関する具体的な指示は、所属から障害者授産施設の職員に対して行い、

実際に作業に当たる施設利用者（障害者）への指示は施設の職員が行う。 

 

⑹ 所属は業務完了次第、別紙様式１「障害者授産施設からの物品等の調達実績報告書」

を作成し、障害福祉課に電子データを提出する。 

 

⑺ 請求書の受領及び支払は、所属が行う。 



別表（参考：障害福祉課が契約する場合の調達単価等） 

業務内容 単価 

封入作業 

20円／１部 

（丁合（５点まで）・折り・封入・ラベル貼りの４工程の場合） 

・１工程あたり５円 

・１部への封入物が６～10点の場合は５円増し（11点以上の場合は別

途見積書を徴する） 

会議の受付 
謝 金：１人につき1,500円／１時間（休日は2,000円／１時間） 

交通費：車両１台につき 2,000円／１日 

除草作業 

200円／１㎡  

・刈草処分を含む場合は１㎡あたり50円増し 

・面積の測定が困難な場合や刈払機を使用する場合など、この規定に

より難い場合は、別途見積書を徴する 

※刈払機を使用するのは刈払機取扱作業者資格を有する者とする 

テープ起こし 170円／１分 ※１分未満切捨て 

全般 価格は税別 ※合計金額の１円未満は切捨て 

※この表に記載のない業務や、記載があっても発注量が非常に大きい場合などは、見積書

の徴取等による検討が必要になるため、事前に障害福祉課と協議すること。 

 


